
令和 6 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 祭りやばけい実行委員会 

２ 事 業 名 称 第 42 回 耶馬溪湖畔祭り 

３ 実 施 日 時 令和 6 年 8 月 10 日（土） 

４ 実 施 場 所 中津市水上スポーツ施設「耶馬溪アクアパーク」 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

昨年に引き続き、入場制限等ない形式で祭りを開催し、約 5,000 名の方にご来

場いただいた。 

 湖畔祭り当日は、湖水祭やダム湖及び周辺施設を利用した水上アクティビテ

ィ体験会や水上スキーデモンストレーション、中津南高等学校吹奏楽部や

ZENKAI 太鼓「和」、豊の国ゆふいん源流太鼓による演奏、地域の子どもたちや

フラダンスグループによるダンスステージなどの多彩なイベントが行われました。

クライマックスの大花火大会では、大音響とともに約 2,500発の大輪の花が夏空

に咲きました。 

（事業実施効果） 

中津市内の子どもたちとご家族を中心に来場していただき、事業目的の「故郷

での思い出」となる祭りを実施できた。紅葉の秋だけではなく年間を通した耶馬

溪の自然をＰＲ、地域振興の一助になれたのではないかと感じている。ドローン

ショーも大変好評であり、水上アクティビティ体験や水上スキーのデモンストレー

ションなどを通して、ご来場いただいた方々には、耶馬溪の魅力発信をはじめ、

水源地保全の重要性をご理解いただけたものと実感している。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 約 5,000 名 

（１）主催者参加 約 30 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 約 5,000 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 若干名 

７ 今 後 の 方 針 

中山間地域の人口減少、高齢化の中でも持続可能な事業運営を目指す。その

ために収益事業及び経費の削減を含めた事業内容の精査、SDGs を意識した取

り組みをはじめ、新しい“コト”を取り込みよりよい祭りを引き継いでいきたい。ま

た、40 年継続した伝統ある事業を次世代に引き継いでいけるよう、地元の小中

高生にも事業に参画してもらい、地域振興の担い手を育成する。 

－ 60 －
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（R6.8.10 中津南高等学校吹奏楽部） （R6.8.10 アグリキャッツ） 

（R6.8.10 水上スキーデモンストレーション） （R6.8.10 ZENKAI 太鼓「和」） 

（R6.8.10 アウラニフラスタジオ） （R6.8.10 大花火大会） 
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